３．八岐の園―国内発展のジレンマ
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	049-1
	独立後の不安定な状況から抜け出し、19世紀後半、ラテンアメリカはヨーロッパの工業化に応じた経済成長と社会発展の道を歩んだ
	

	ラテンアメリカの外向的発展戦略

	049-2
	19世紀後半、ラテンアメリカはヨーロッパに鉱産物、農産物を大規模に輸出し、工業製品、資本、技術を輸入する外向的経済戦略をとった。
	

	049-3
	ラテンアメリカ諸国はヨーロッパの食料などの需要増大に乗じることができた。
	

	049-4
	外国資本が鉄道、公共施設、鉱山業に投資した。
	

	049-5
	20世紀初頭、アルゼンチンは輸出によって世界でもっとも豊かな国となり、芸術と文化の中心となった。
	

	050-1
	輸出で生み出された富は工業には投資されなかった。1929年の大恐慌はラテンアメリカの輸出経済モデルの脆弱性を痛感させた。
	

	050-2
	ラテンアメリカのエコノミストと指導者は経済発展の新たな道を勧化、国内市場向けの輸入代替工業化戦略が取られた。
	

	050-3
	工業化とともに民族企業家、都市労働者階級などの新しい社会、政治勢力が生まれ、労働組合と国家の家父長的保護のもとに労働者は社会福祉政策の恩恵を受けることとなった。
	

	ポピュリズム（ポプリスモ）の出現

	050-4
	経済的変化にともなってポピュリズムが発展した。民族主義的な企業家と都市労働者階級の協力を通じて国家主導の経済成長が実現し、伝統的勢力が排除され、ポピュリスト連合が主導権を取った。
	

	050-5
	ブラジルではジェツリオ・ヴァルガスが権力を取り、「新国家」を樹立した。
	

	051-1
	メキシコではラサロ・カルデナスが外国の石油会社を国有化した。ペルーではビクトル・アヤ・デ・ラ・トレがペルーで新しい政党を組織した
	

	051-2
	アルゼンチンではフアン・ドミンゴ・ペロンがポピュリストの主張で労働者階級の動員し、新しい経済計画を進めた。
	

	051-3　
	ペオンの下で国家の経済門田への介入が強まった。
	

	ナショナリズムと軍人支配

	051-4
	民衆の要求が高まり指導者が政治運動を統御できなくなると、軍人が介入した。
	

	052-1
	ペロン支配後、軍事政権と民政が入れ替わった。1973年に再びペロンが返り咲いたが、その死語状況は混沌とし、1976年軍が再び政権を握った。
	

	052-2
	軍事政権が秩序を回復するとの期待がある一方、軍事政権は弾圧を加え、経済も悪化した。
	

	052-3
	1980年には政党や労働組合が軍人が辞任するよう求めた。軍人はアルゼンチンのナショナリズムに訴えてマルビーナス諸島に侵攻した。
	

	052-4
	ほとんどのアルゼンチン人は軍を支持したが、イギリスが早期に勝利を収めた。
	

	053-1
	アルゼンチン軍部は敗戦を喫したのみならず信頼を失い、民政に移管した。
	


